
 

（18）旅費等規則 

 

 理事会は、一般社団法人北信越サッカー協会（以下本地域協会という。）の運営が潤滑に

行われるためにこの規則を制定する。 

 

第１条 本旅費規則の適用範囲は、役員、専門委員会委員、司法機関の委員長及び委員、事

務局職員ならびに本地域協会の理事会において承認を受けた者とする。 

第２条 本規則には、役員及び職員旅費細則及び専門委員会旅費細則を定め、それぞれの目

的に応じて適用する。 

第３条 役員及び職員旅費細則 

交通費は、鉄道運賃で支払う。鉄道運賃は普通旅客と特急料金を算出して支払う。 

１ 北信越５県協会の事務所所在地主要駅間の鉄道運賃は以下に定める。 

２ 北信越５県協会間以外及び北信越協会５県内でも上記の事務所所在地主要駅間以外

の鉄道運賃並びに特急料金の算出基準は、出発地最寄り駅から目的地最寄り駅を基

準とした運賃表による。 

  移動距離が片道 50kmを超える場合は、急行・特急など特別料金を認める。 

３ 社員総会、理事会、常務理事会の往復旅費は本条第１項を適用する。 

４ 司法機関の委員長、事務総長は本規程においては役員と同等の扱いとする。 

  

※新潟発着は上越妙高駅経由で算出 

表１ 富  山 金  沢 福  井 新  潟 

松本 乗車券 ４，０７０ ５，１７０ ６，３８０ ４，８５０ 

   特急券 ５，８９０ ６，７８０ ７，５５０ ６，８００ 

   片 道 ９，９６０ １１，９５０ １３，９３０ １１，６５０ 

 

表２ 金  沢 福  井 新  潟 

富山 乗車券 ９９０ ２，３１０ ４，８５０ 

   特急券 ２，４００ ３，１７０ ５，８４０ 

   片 道 ３，３９０ ５，４８０ １０，６９０ 

 

表３ 福  井 新  潟 

金沢 乗車券 １，３４０ ５，８４０ 

   特急券 ２，４００ ５，８４０ 

   片 道 ３，７４０ １１，６８０ 

 

表４ 新  潟 

福井 乗車券 ６，９４０ 

   特急券 ６，７３０ 

   片 道 １３，６７０ 



 

５ 宿泊を要する場合は、役員、司法機関の委員長、事務総長ならびにそれに準じる者

については一泊につき 12，000 円、それ以外の者は一泊につき 10，000 円を上限と

して、領収書をもって実費精算とする。 

６ 日当は次のとおり定める。 

1) 会議や視察等の場合、役員、司法機関の委員長、事務総長ならびにそれに準じる

者については１日 2，500 円、それ以外の者は１日 2，000 円とし、旅行中の日数

に応じて支払う。ただし、移動のみの日数は含めない。 

2) 当協会が主催する事業運営のため現地で運営役員として従事した場合は、１日

3,000円支払う。 

７ 当協会が主催する会議や研修会（JFA 地域訪問会議、5FA 事務局・事務局員研修会、

HSFA コンプライアンス研修会）に付随する情報交換会に参加した場合は、１人に

3,000円を補助する。 

８ 止むを得ない事情で Web 会議を実施する場合は、90 分程度の会議に対して Web 会議

等にかかる環境整備及び経費実費相当額を支払う。役員、規律委員長、事務総長なら

びにそれに準じる者については１回 2，500円、それ以外の者は 2，000円とする。 

９ 専門委員会委員長がその専門委員会事業に参加する際の旅費は、専門委員会旅費細

則を適用する。 

10 北信越５県協会内で各県内を移動する際の旅費は、当該県協会の旅費規程に準じて

支払う。 

  （事務局職員が事務局所在地と同県内移動をする場合の旅費は、当該県協会の旅費

規程に準ずる。） 
   注：2016年４月に設置された事務局は富山県内（富山県滑川市）にあるため、富山

県協会の規程に基づく金額を支払うものとする。 
 

第４条 専門委員会旅費細則 

  交通費は、原則鉄道運賃で居住する住所の最寄り駅から目的地最寄り駅までにつ

いて支払う。 

１ 鉄道運賃の算出は以下に定める。 

1) 移動距離が片道 50kmを超える場合は、急行・特急など特別料金を認める。 

2) 鉄道を利用した場合、出発時間・到着時間・帰宅時間に支障をきたすときは、専  

門委員会の担当委員長の承認をうけ、自家用車を利用することができる。 

3) 自家用車で、居住地から居住地県内を移動したときは、各県サッカー協会の旅費 

規程を適用する。 

4) 自家用車で、居住地から居住地県外へ移動した場合は、鉄道運賃に換算して支払

う。 

２ 宿泊を要する場合は、一泊につき 10，000 円を上限として、領収書をもって実費精

算とする。 

３ 日当は次のとおり定める。 

1) 会議や視察等の場合、日当は１日 2，000円を上限とし、旅行中の日数に応じて支

払う。ただし、移動のみの日数は含めない。 

2) 当協会が主催する事業運営のため現地で運営役員として従事した場合は、１日



 

3,000円支払う。 

  ４ Web 会議等にかかる環境整備及び経費実費相当額は 1 回 2，000 円を上限とする。

ただし、やむを得ない事情での開催であることと、会議時間は 90分程度とし、当

日のアジェンダ（参加者名記載）を事前に事務局に報告し承認を得る。終了後は

会議メモを事務局に提出する。 

  ５ 専門委員会の各委員会は、本条の上限額以内であれば委員会ごとの旅費基準を設

けることができる。 
  
第５条 裁定委員会旅費細則 

  交通費は、原則鉄道運賃で居住する住所の最寄り駅から目的地最寄り駅までにつ

いて支払う。 

１ 鉄道運賃の算出は以下に定める。 

１）移動距離が片道 50kmを超える場合は、急行・特急など特別料金を認める。 

２）鉄道を利用した場合、出発時間・到着時間・帰宅時間に支障をきたすときは、裁

定委員長の承認をうけ、自家用車を利用することができる。 

３）自家用車で、居住地から居住地県内を移動したときは、各県サッカー協会の旅費

規程を適用する。 

４）自家用車で、居住地から居住地県外へ移動した場合は、鉄道運賃に換算して支払

う。 

２ 宿泊を要する場合は、一泊につき 12，000円を上限として、領収書をもって実費精

算とする。 

  ３ 謝金は委員会開催に伴う経費として、次の単価に委員会に要した時間を乗じて支

払う。 

委員長      10，000円（税込） 

その他の委員 5，000円（税込） 

ただし、移動に伴う時間は含めない。 

  ４ Web 会議等にかかる環境整備及び経費実費相当額は、上記第 3 項の単価とする。

ただし、やむを得ない事情での開催であることと、当日のアジェンダ（参加者名

記載）及び会議メモを事務局に提出する。 
  
第６条 変更 

  この規則の変更は、理事会の決議をもって行う。 
  

付則１ 本規則は 2016年４月１日より効力を発する。 

改正 2017年 1月 22日 

2020年 3月 1日 

2020年 4月 1日 

2022年 4月 1日 

2023年 12月 10日 

2024年 3月 16日 

2024年 12月 8日（2025年 4月 1日より効力を発する） 

2025年 11月 30日（2026年 4月 1日より効力を発する） 


